- 現場福音化メッセージ -
１４ イエス･キリストとはいったいどういう方なのか   ヨハ14:6～10
全世界にもっとも大きな影響を及ぼし、だれよりも優れたみわざを行われたイエス･キリストはいったいどういう方なのか。
歴史の主人公(ＢＣ、ＡＤ)になられ、一冊の本も残さずに短い人生を過ごされたのに、
その方に関する本は、世界で最も多く書かれ、読まれている。
この世のすべての王と将軍をすべて合わせたよりも、もっと多くの影響を与え、
その方に出会った人の人生は変わり、また福音(イエスの御名)が伝えられた国々も変えられた。
いったいイエス･キリストはどういう方なので、出会った人は、
その時から人生の真の目的や真の平安、そして、力を得るようになるのか。
もっと驚くべきことは、人間は５分後のことさえ分からないのに、
イエス･キリストに関しては、何千年も前から、しかも300回以上、集中して預言され、おもに誕生(イザ7:14)や、
幼年期(ホセ11:1)、死(イザ53:4-6)、十字架(詩篇22)、復活(詩16:9,10)などについても預言されている。
この方をお迎えすると、どういう人でも、結局、変えられるようになる。
それほど偉大な変化をもたらすイエス･キリストは、いったいどういう方なのか。
１．人間の問題とその原因
　(1)ローマ3:23　－　すべての人は罪を犯した。
　(2)創世記3:1～6－　サタンに惑わされ、善悪の木の実を食べて(悪魔に従った)、神様から離れてしまった。(罪：不従順)
　(3)ヨハネ8:44　－　その時から人間は悪魔の手に捕えられて、悪魔の子どもになった。
　(4)ローマ6:23　－　罪のために永遠の死にあずかる。
２．イエス･キリストは人間のこれらの問題とどういう関係があるのか
　(1)ヨハネ1:1～14
　　　－　人間の根本問題である「罪と死」を解決するために、ことばが肉となって、この地上に来られた。
　(2)Ⅰヨハネ3:8
　　　－　死の力を持つ者である悪魔のしわざを打ちこわした(悪魔の力は打ち砕かれた)
３．イエス･キリストは、ご自分のことをどのように言われたのか
　(1)ヨハネ10:30～33　－　「わたしと父は一つです」と言われた。
　(2)ヨハネ14:7～9　　－　「わたしを見た者は父を見たのです」と言われた。
　(3)マタイ28:18　　　－　 天においても地においてもいっさいの権威を持っておられる方である。
４．イエス･キリストに出会った人はどのように悟っていたのか
　(1)ペテロ(マタ16:16)　－　生ける神の御子、キリスト
　(2)トマス(ヨハ20:25～28)－わたしの主、わたしの神(手とわきにある傷跡を見た)
　(3)パウロ(使9:1～10)　－　よみがえられたイエスに出会う(迫害者であったサウロが変わった)
　(4)イエスを十字架につけた兵士(マタ27:54)－地震や様々な出来事を見て、非常なおそれを感じ「この方はまことに神の子であった」と言った。
５．どうすればイエス･キリストに会うことができるのか
　(1)ヨハネ1:12　  －　信仰＝受け入れ(人生を支配し、導く方として、つまり、王、主人としてお迎えします)
　(2)黙示録3:20　　－　イエス･キリストを心に迎え入れる
　(3)ヨハネ2:5～11 －  イエス・キリストが主人になるとき、奇跡が起こる－これが信仰
